
県立清水特別支援学校の「高等部」設置について

昭和５２年 清水養護学校 開校（小・中学部設置） ※若越ひかりの村コロニー 開所
平成１０年 福井南養護学校高等部清水分教室 開設
平成２５年 清水特別支援学校に校名変更
令和 ２年 校舎（教室等）リノベーション工事 完了
令和 ４年 特別支援学校高等部学習指導要領 実施（平成３１年 告示）

○新学習指導要領（令和4年実施）において、「１２年間を見通した計画的かつ継続的な教育課程を編成し、小学部から高等部までの一体的な指導体制を
確立して特色ある教育活動を展開」していくこと、「中学部から高等部の教育へ円滑に接続」することなど、カリキュラム・マネジメントの充実について明記

○保護者からの強い要望（清水特別支援学校だけ高等部が無い、知的障がいがあるので小・中学部の学びを緩やかに高等部へつないでほしい 等）

清水特別支援学校に「高等部」を新設（福井県立学校設置条例の一部改正）
○小学部から高等部までの１２年間の系統性かつ魅力・特色ある教育課程を編成

高等部設置の
必要性

経 緯

（これまで）

（就学前）
〇個別の相談に対応

（校内見学、教育相談）
→

☆積極的な就学相談
（校区の保育園等への巡回相談、学校ＰＲ）

入学者の増加
（改修工事をした校舎を最大限利活用）

小・中学部
〇校内で対教員との

個別の関わりが中心
〇年１回程度の居住地校交流

→
☆毎週または毎月、居住地校で共同学習を展開
（校内での個別指導と校外での集団活動を組合せ）

＋ インクルーシブ教育の推進
（共生社会のモデル校・地域に…）

高等部
〇福井南特支の教育課程による
集団での作業・実習

→
☆地域の専門家（農家、芸術家）と連携して
農業体験・販売活動、共同制作・作品展など地域と交流

キャリア形成と進路実現
（地域との関わりの中で、個別最適な学びを展開）
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